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各 産地 に つい て , 分 画 の 百分率 を 示し た ( 表 1). と れ よ り , 距離 行列 を 求め , クラスター 分 析 
(Group-Average 法 ) を 行っ た . その 結果 は 図 1 に 示し た よう 記 , 明らか な 地理 的 分 化 が 認め られ た . 


表 1. モン シロ チョ ウッ ウ に お ける た ん 白 分 画 の 地 




















理 的 変異 
St Fraction Rt | liyama Yatabe Tsusima Yamanasi 
WRMANAS min. per cent 
6.22+0.20| 0.011 0.137 0.020 3.844 
YATABE 9.24 ー 20.467 一 22.583 
RG 9.94 24.277 22.431 9.732 49.077 
i 10.93 エ 0.12 | 15.881 29.862 39.551 3.473 
の 22 a a 0 12.04+0.11 | 12.120 3.651 一 2.381 
図 1. た ん 自分 画 より 求め た 各地 産 モ ン シ ロ 夫 Ne 欠 生還 
チョ ウッ の 類縁 関係 , 
13.16 a 次 259 = 
13.85 8.058 8.782 37.848 17.172 
14.27 8.140 一 ー 0.070 
17.79 — 3.705 一 = 
4. アゲ ハ の 交尾 器 の 動き と 光 受 容 虹 川 謙 太郎 (関東) 


蝶 類 の 交尾 器 上 に , 光 受 容器 が 存在 する . と これ に は 眼 の よう な 結 像 能力 は な い が , 明暗 の 判別 は で き 
る と 考え られ る . と の 光 受 容器 の , 生物 学 的 な 意義 の 解明 は 興味 深い 課題 で ある . 今回 , 光 受 容器 か ら 
の 入力 が , 腹部 の 運動 神経 の 活動 に 対し て 1 対 1 の 抑制 効果 を 持っ て いる と と が , 電気 生理 学 的 に 確認 
され た . すなわち , 腹部 や 交尾 器 を 動か す 筋 肉 を 支配 する 運動 神経 が 活動 状態 に ある 時 , 光 受 容器 が 働 
く と 運動 神経 の 活動 が 一 時 的 に 停止 する と いう も の で ある . と の よう な 活動 の 修飾 は , 主として 腹部 の 
屈曲 に 関与 する 筋肉 (腹部 縦走 筋 ) を 支配 する 運動 神経 か ら 容 易 に 記録 され た が , 交尾 器 自体 を 動か す 
筋肉 を 司る 細胞 か ら も 同様 の 反応 が 観察 され た . また , 様々 な 条件 下 で の 神経 系 の 切断 実験 か ら , と の 
反応 に 関与 し た 神経 回 路 の 一 部 は , 腹部 の 神経 系 内 に 局 在 し て いる と と が わか っ た . 

運動 神経 が 活動 する と いう と と は , と り も な お さ ず その 神経 に 支配 され て いる 筋肉 が 収縮 する と いう 
と と で ある . 電気 生理 学 的 に 観察 され た 上 記 の よう な 抑制 効果 は , 交尾 器 に 対す る 光照 射 が 引き お こす , 
腹部 や 交尾 器 の 運動 と 対応 する は ず で ある . 実際 , 正常 な 個体 を 固定 し て 尾部 に 光 刺 激 を 与え る と , 屈 
曲 し て いた 腹部 を 伸展 する , ある い は バル バ を 開く , ペニス を 伸ばす と いっ た 反応 が 誘発 され る 場合 が 
ある . また その よう な 反応 は 頭 部 を 切断 し て も 依然 と し て 出 続け て いる と と か ら , と れ ら の 運動 と 腹部 
神経 系 内 に 局 在 する 神経 回 路 の 活動 が 密接 な 関係 に ある と と は , ほぼ 確実 で ある . 

と と ろ で , 蝶 類 の 示す 行動 の レパートリー の 中 で , 交尾 器 の 積極 的 な 動き を と も な う も の は , 主 と し 
て 交尾 行動 や 産卵 行動 で ある . 現在 の と と ろ 断 定 的 な と と を 言う こと は で き な い が , 交尾 器 上 の 光 受 容 
器 の ひと つの 機能 は , 交尾 や 産卵 と いっ た 生殖 行動 の 調節 に 関与 し て いる の で は な いか と 考え られ る . 


S. ギフ チョ ウ の 央 は 冬期 は 休眠 し な い . ノ 本 。 田 計 一 (関東 ) 

ギフ チョ ウツ 映 の 成虫 分 化 C つ いて は と これ まで 次 の と こと が 報告 され て いる . 映 化 後 , 皮 は た だ ち に 内 因 
性 の 休眠 じ 入 り , 約 一 か 月 後 深い 休眠 か ら は 覚め る が , 自然 状態 で は 高温 と 長 日 に より 成虫 分 化 は 抑止 
され て お り , 夏 の 間 休 眠 は 持続 する . 9 月 中 旬 頃 , 気温 の 低下 に 伴い 映 は 休眠 を 停止 し , 成虫 分 化 が 開 
始 さ れる . 分 化 は @ っ くり 進行 し , 年 内 に お お むね D, に まで 発育 し , その 状態 で 冬 を 越す . 冬期 の 生 
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理 状態 に 関し て は , 当初 , 不 休眠 説 が 唱え られ た が , その 後 休眠 説 が 提出 され た . し か し な が ら 本 種 の 
羽化 に は 必ず し ゃ 低温 処理 を 必要 と し な いと と , また , 休眠 説 の 根拠 と し て , 単に 成虫 が 羽化 する か し 
な いか と いう 議論 の み が 取 り 挙 げ ら れ , その 間 の 発育 過程 が 無視 され て いる な ど , 冬期 休眠 説 を 強く 表 
定 す る デー タ は 見 当ら な い . 

今回 演者 は こと れ まで の 形態 学 的 な 知見 に 加え て , 昆虫 の 休眠 , 発育 な ど K 関 係 の 深い 糖 代 謝 に 着目 し , 
映 の 発育 過程 の 生理 変化 を 追跡 し た . その 結果 , 映 化 後 約 一 か 月 間 の , “休眠 " と 考え られ て いた 時 期 
は 決し て 休眠 状態 に は な く , と の 間 は 由 の 休眠 に 非 特異 的 な , 急激 な 生理 変化 を 伴っ た , 後 脱皮 発育 期 
も し く は 前 分 化 発育 期 と いう と と が 判明 し た . 一 方 , 冬期 の 生理 状態 に つい て は 幾つ か の 理由 か ら , 殖 
(Pharate adult) は 不 休眠 状態 で の 発育 段階 に あり , 冬期 の 低温 は 羽化 の 斉一 化 に の み 関 連 し て , 羽化 
ホル モン 分 泌 の タイ ミン グ の 制御 に 関係 し て いる も の と 推察 さき され た . すなわち , 低温 は 休眠 停止 の 作用 
を 持つ も の で は な く , D 段 階 の 発育 に は 低温 が 適し て いる と いう と と に 過ぎ な い . 要する に , 本 種 遇 の 
発育 適温 域 は , 20°C 以下 の 低温 側 に 片 寄 っ て お り , 寒冷 地 適応 型 の 本 種 の 特徴 を 良く 表し て いる . 以 
上 の 考え 方 に より , と れ ま で 得 ら れ て いる ほとん どの 実験 事実 を 無理 な く 説 明 す る こと が で き , 現 段 階 
で は 最も 妥当 な 考え 方 で ちろ うと 思わ れる . 


6. 蝶 に よる 環境 評価 一 愛知 県 猿投 山 の 場合 一 田 中 著 (東海 ) 
1981 年 の 本 会 大 会 で 発表 し た 蝶 に よる 環境 評価 法 の 試案 に も と づき , 1983 年 に 愛知 県 猿投 山 で 自ら 実 
貴 的 な 調査 を お とこ ない, 環境 の 評価 を 試み る と と も に , 評価 法 そ の も の の 妥当 性 を 再 検討 し た . 
猿投 山 の 南側 山麓 お よび 中 腹 10.6 km の 環状 ルー ト を $ つ に 分 割 し し ルー ト ・ セ ン サ ス 法 に よっ て 堪 
の 個体 数 調査 を 4 11 月 に 16 回 実施 し た . その 結果 を 用 い , 次 式 に よっ て 調査 シート KC 混在 する 環境 段 
階 要 素 を 個別 に 抽出 し , 環境 を 評価 し た . 


ヌ a Til 
0 2 
た だ し , ER.,。) : 原始 段階 。。。 の 存在 比 . 
Gi : 原始 段階 に お ける 番目 の 種 の 生息 分 布 度 、 
Ti; : 7 番目 の 種 の 年 間 補 正 総 個体 数 . 
な : 7 番目 の 種 の 指標 価 . 


7 ・ 総 種 数 . 

同様 に し て 8, ( 二 次 段階 ), 7, (三次 段階 ), 3, ( 四 次 段階 ) に つい て も 計算 し , 1 ルー ト に つき 4 個 の 
ER 値 を 求め る . その 合計 は 10 と な り , 調査 シー ト に お ける 環境 の 存在 比 が 明らか と な る . と の 存在 比 
を 環境 の 人 工 化 度 (環境 階級 ) と の 関係 に お いて グラ フ 化 し , その 図 型 に よっ て 環境 の 総合 的 状況 が 把 
握 さ れ だ た. 

猿投 山 の う ルー ト で は 相 観 的 な 感覚 と 評価 と は 一 致し , 優 占 度 指数 や 多様 度 指数 と も 平行 的 な 結果 で , 
その 有効 性 を 確認 し た . 

本 方 法 に お ける 評価 は , 環境 の 中 味 が 吟味 され て いる 点 (C 特 徴 が あり , また 個体 数 調査 に お いて 特定 
種 の 年 変動 が 大 きく て も , 蝶 類 群集 全体 が と れ に K 相 補 的 に 働く た め , 誤差 を 内 的 に 自動 修正 する 機能 を 
も つと 考え られ る . 


7. 蝶 類 各種 の 成虫 個体 数 の 季節 的 変動 北 原 正 彦 (関東 ) 

日 浦 (1980) は , 日 本 の 幼 頻 ( に お ける 成虫 個体 数 の 季節 的 変動 調査 の 少な さ を 指摘 し て いる . 演者 は 
1980 年 に 茨城 県 の 筑波 地区 で , 上 記事 項 に 関連 し た 調査 を 行っ た の で 報告 する . 調査 は 筑波 山 周辺 の 二 
次 林 , 耕作 地 , 人 造 公園 の 各 環 境 に , 調査 シート を 設定 し , ルー ト ・ セン サス 法 で 行っ た . 3 月 11 月 
まで 月 2 回 , 晴天 の 日 の 10 時 16 時 まで , ルー ト の 両側 約 Sm 以内 に 出現 し た 全て の 渦 類 (成虫 ) の 
種類 と 個体 数 を 記録 し た ( 図 1). 
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